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宝
塚
市
消
防
出
初
式
を
挙
行

令和８年

令
和
八
年
一
月
十
一
日
(日
)、

宝
塚
市
立
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
宝
塚
市
消
防

出
初
式
を
挙
行
し
、
令
和
七

年
中
に
功
績
の
あ
っ
た
消
防

分
団
、
消
防
職
・
団
員
に
対

し
、
森
市
長
、
藏
本
消
防
団

長
及
び
荻
野
消
防
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

宝
塚
防
火
協
会
の
栗
原
会

長
は
、
消
防
職
・
団
員
に
対

し
て
、｢こ
の
出
初
式
を
契
機

と
し
て
、
市
民
の
深
い
信
頼

と
厚
い
期
待
に
応
え
る
た
め
、

決
意
を
新
た
に
御
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。｣

と
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
式
典
と
並
行
し
て

末
広
中
央
公
園
内
で
車
両
展

示
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
武

庫
川
河
川
敷
で
の
一
斉
放
水

は
強
風
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
七
年
十
月
九
日
(木
)

に
宝
塚
防
火
協
会
常
任
理
事

会
の
席
上
に
お
い
て
、
令
和

七
年
度
宝
塚
防
火
協
会
表
彰

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
市
内
の
火
災
予
防

等
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

事
業
所
、
団
体
及
び
個
人
を

表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。受

賞
者
一
覧

一

優
良
防
火
対
象
物
の
部

㈠

医
療
法
人
社
団
そ
れ
い

ゆ
会

こ
だ
ま
病
院

様

㈡

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム

プ
レ
ザ
ン
メ
ゾ
ン
宝
塚

山
本

様

二

優
良
危
険
物
事
業
所
の
部

Ｄ
Ｃ
Ｍ
宝
塚
店

様

三

優
良
防
火
管
理
者
の
部

㈠

神
戸
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式

会
社

宝
塚
店

冨と
み

山や
ま

治お
さ
む

様㈡

社
会
福
祉
法
人

晋
栄

福
祉
会

中
山
ち
ど
り

鶴つ
る

令
和
七
年
十
一
月
十
四
日

(金
)に
兵
庫
県
消
防
防
災
航

空
隊
基
地
に
お
い
て
、
宝
塚

防
火
協
会
会
員
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
、
兵
庫
県
消
防

防
災
航
空
隊
の
沿
革
、
組
織

体
制
及
び
活
動
状
況
の
講
義

を
拝
聴
し
た
の
ち
、
現
在
運

航
し
て
い
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
、
各
種
資
機
材
を
見
学

し
ま
し
た
。

３月１日から３月７日ま
での７日間、全国一斉に「春
の全国火災予防運動」が実
施されます。
季節が移り変わるこの時

期は、空気が非常に乾燥し
て火災が発生しやすく、ま
た強い季節風により、火災
が拡大しやすい時期です。
このため、市民一人ひとり
がより一層防火の重要性を
自覚し、日常生活での防火
を実践するために、住民、
事業所の関係者に強く防火
意識の向上を呼び掛けるこ

宝
塚
市
消
防
本
部
で
は
、

宝
塚
防
火
協
会
協
賛
の
も
と
、

「
令
和
七
年
度
防
火
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
市
内
小
学
校

の
児
童
か
ら
応
募
し
て
い
た

だ
い
た
九
十
三
作
品
か
ら
高

学
年
の
部
及
び
低
学
年
の
部

の
「
最
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ

た
奥

梨
華
さ
ん
（
雲
雀
丘

学
園
小
学
校
五
年
）、
福
島

脩
祐
さ
ん
（
市
立
宝
塚
小
学

校
二
年
）
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
防
火
啓
発
に
役
立
て
る

火災件数32件
救急件数13,507件
救助件数327件
１１９番受信件数18,435件

◆火災概要
令和７年中の火災件数は32件で、前年と比べ６件
増加しました。火災種別ごとでは、建物火災は21件
で前年と比べ７件増加、林野火災は０件で前年と同
じ、車両火災は４件で前年と比べ３件減少、その他
の火災は７件で前年と比べ２件増加しました。

◆救急概要
令和７年中の救急件数は、13,507件で、前年と比
べ490件減少しました｡一日平均37.0件の割合で出動
したことになります。
種別ごとでは、最多が急病で8,724件､次いで一般
負傷が2,842件、交通事故が633件となります。

◆救助概要
令和７年中の救助件数は327件で､前年と比べ１件
減少しました｡救助活動件数は269件で前年より１件
増加し、救助人員は210名で８名減少しました。

◆１１９番受信件数
火災・救急・救助・その他の要請など、令和７年
の１１９番受信件数は､18,435件で、前年と比べ785
件減少しました。

４つの習慣
⿠寝たばこは 絶対しない させない
⿠ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
⿠こんろを使うときは火のそばを離れない
⿠コンセントはほこりを清掃し、
不必要なプラグは抜く

６つの対策
⿠火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等
は安全装置の付いた機器を使用する

⿠火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を
定期的に点検し、10年を目安に交換する

⿠火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する

⿠火災を小さいうちに消すために、消火器等を設
置し、使い方を確認しておく

⿠お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避
難方法を常に確保し、備えておく

⿠防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う

らの期間中､｢住宅防火 いの
ちを守る 10のポイント」を
重点目標の一つとして掲げ、
広報物の配布やホームページ、
ＳＮＳなどのインターネット
媒体を活用した火災予防広報
を実施します。
さらに、この時期は空気の

乾燥や季節風などの気象条件
等から山火事が発生しやすい
時期となります。山火事はい
ったん発生すると、消火が容
易でないばかりでなく、貴重
な森林資源を失うとともに、
その森林機能を回復させるの
に多大な時間、費用、労力が
必要となります。このため、
宝塚市では、火災予防週間と
同じ期間中に「山火事予防運
動」を合わせて実施します。

◎
宝
塚
市
長
表
彰

《
優
良
消
防
分
団
》

波
豆
分
団

《
優
良
消
防
団
員
》

下
佐
曽
利
分
団

団
員

久
保
山

覚

外
九
名

◎
消
防
団
長
表
彰

《
優
良
消
防
団
員
》

西
部
分
団

副
分
団
長

白
井

友
則

外
九
名

◎
消
防
長
表
彰

《
消
防
優
秀
賞
》

警
防
課

消
防
司
令
補

薮
下

良
平

外
三
名

《
永
年
勤
続
賞
》

東
消
防
署

消
防
司
令

古
谷

健
治

外
三
名

《
優
秀
機
関
員
賞
》

東
消
防
署

消
防
司
令
補

長
谷
川

晃
司

外
二
名

（
敬
称
略
）

賀が

直な
お

土と

様

四

優
良
危
険
物
取
扱
者
の
部

㈠

金
井
重
要
工
業
株
式
会

社
不
織
布
事
業
部

三み

好よ
し

正ま
さ

彦ひ
こ

様

㈡

宝
塚
高
原
ゴ
ル
フ
株
式

会
社

中な
か

野の

照て
る

義よ
し

様

五

特
別
表
彰

㈠

メ
ゾ
ン
宝
塚
自
治
会
自

主
防
災
会

様

㈡

花
屋
敷
つ
つ
じ
ガ
丘
自

治
会

様

近
年
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
頻
発
し
て
い
る
な
か
、

災
害
の
最
前
線
で
活
動
す
る

組
織
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、

安
全
管
理
に
対
す
る
見
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
め
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て

印
刷
し
、
市
内
の
各
事
業
所

様
へ
配
布
し
掲
出
を
依
頼
し

ま
し
た
。

令和８年

令
和
七
年
火
災
･救
急
･救
助
概
要

������������������春の全国火災予防運動
������������������及び山火事予防運動

とを目的として火災予防運動を実施します。また、これ

住宅防火 いのちを守る 10のポイント

｢急ぐ日も 足止め火を止め
準備よし｣
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令
和
七
年
十
月
一
日
(水
)

か
ら
全
国
の
消
防
本
部
で
｢マ

イ
ナ
救
急
実
証
事
業
」
の
運

用
が
順
次
開
始
さ
れ
、
令
和

八
年
四
月
よ
り
本
運
用
が
始

令
和
七
年
十
一
月
十
六
日

(日
)に
令
和
七
年
度
宝
塚
市

消
防
団
現
場
活
動
実
戦
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
十
一
月
二
十
六

日
(水
)に
西
宮
市
消
防
訓
練

施
設
に
お
い
て
阪
神
地
区
消

防
長
会
警
防
練
成
会
が
開
催

令和７年９月７日(日)
に救急医療週間中のイベ
ントとして、一般市民を
対象に正しい応急手当に
関する知識及び技術の普
及啓発を行い、救命率の
向上を図るとともに、救
急業務に対する理解を得
ることを目的として開催
しました。
広報活動コーナー、救

急体験コーナー及び写真

令
和
七
年
九
月
十
一
日
(木
)

に
宝
塚
市
消
防
訓
練
場
に
お

い
て
、
神
戸
市
消
防
局
特
別

高
度
救
助
隊
と
合
同
で
重
機

取
扱
い
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

令
和
七
年
十
一
月
一
日
(土
)

か
ら
二
日
間
に
わ
た
り
、
鳥

取
県
鳥
取
市
に
お
い
て
大
規

模
災
害
の
発
生
を
想
定
し
た

緊
急
消
防
援
助
隊
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
か

令和７年９月28日(日)に
西消防署で庁舎開放ＤＡＹ
を実施しました。
当日は大人、子ども合わせて約

500名の市民が来場され、「救助隊
演練」、「バッテリーカーの乗車や
ラジコン運転」など、盛りだくさ
んの内容を楽しんでおられました。
来場された方々は、「救助隊の

訓練は臨場感があり感心した。」、
「バッテリーカーの試乗では、子
どもたちがすごく喜んでいた。｣､
「署内の見学は普段見ることがで
きない場所へ入ることができて良
かった｡｣などの声があり、消防署
や消防の活
動を、市民
に広く知っ
てもらう良
い機会が持
てました。

令
和
七
年
十
一
月
五
日
(水
)

に
宝
塚
市
西
消
防
署
及
び
東

消
防
署
合
同
で
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
市

内
五
つ
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

宝
塚
市
消
防
本
部
で
は
、

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日
(月
)

の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、

宝
塚
市
内
に
あ
る
重
要
文
化

員
が
参
加
し
、
各
ク
ラ
ブ
間

の
親
睦
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
防
火
意
識
の
高
揚
及
び

協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
救
急
は
、

救
急
車
を
要
請
し
た

時
に
、
傷
病
者
の
健

康
保
険
証
を
登
録
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
マ
イ
ナ
保
険

証
）
を
活
用
し
、
救
急
隊
員

が
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
医
療
情
報
を
読
み
取
る
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
受

診
歴
や
服
薬
情
報
な
ど
を
確

あ
な
た
の
命
を
守
る

マ
イ
ナ
救
急

認
で
き
、
よ
り
早
く
、
よ
り

適
切
に
救
急
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
携
帯
を

お
願
い
し
ま
す
。

午
前
八
時
に
宝
塚
市
消
防

団
一
本
部
十
分
団
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
団
庫
か
ら
火
災
想

定
場
所
で
あ
る
宝
塚
市
立
宝

塚
す
み
れ
墓
苑
へ
と
出
動
し
、

団
本
部
に
よ
る
現
場
指
揮
の

も
と
様
々
な
資
器
材
を
使
用

し
、
実
戦
的
な
消
火
活
動
訓

練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
れ
、
阪
神
地
区
（
九
市
一

町
）
の
十
消
防
本
部
が
一
堂

に
会
し
、
警
防
活
動
を
披
露

し
ま
し
た
。

本
練
成
会
は
、
警
防
技
術

の
一
層
の
向
上
、
阪
神
地
区

消
防
本
部
相
互
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

防
火
衣
着
装
訓
練
、
走
行
訓

練
及
び
消
火
訓
練
の
三
つ
の

訓
練
時
間
と
指
摘
箇
所
の
数

で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
宝

塚
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
令

和
七
年
十
月
二
十
九
日
(水
)

に
実
施
し
た
実
戦
操
法
競
技

会
の
最
優
秀
小
隊
で
あ
る
西

消
防
署
第
二
課
の
小
隊
が
出

場
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入

賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
普
段
の
訓
練
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し

た
。

ら
は
神
戸
市
と
本
市

が
参
加
し
、
本
市
か

ら
は
特
殊
装
備
小
隊

（
重
機
）
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
緊

急
消
防
援
助
隊
の
ほ

か
、
自
衛
隊
、
警
察
、

医
療
関
係
機
関
、
地

元
消
防
団
な
ど
多
数
の
機
関

が
参
加
し
、
緊
急
消
防
援
助

隊
の
知
識
、
技
術
及
び
連
携

活
動
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

回
の
研
修
で
は
、
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
及
び
兵
庫
県

消
防
防
災
航
空
隊
基
地
を
視

察
し
、
防
災
と
い
う
観
点
か

ら
地
震
に
対
す
る
備
え
の
重

要
性
や
兵
庫
県
内
で
発
生
す

る
災
害
へ
の
対
応
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

重
機
を
保
有
し
て
い
る
神

戸
市
消
防
局
と
重
機
運
用
に

お
け
る
知
識
及
び
技
術
の
共

有
を
図
る
こ
と
で
、
緊
急
消

防
援
助
隊
等
派
遣
時
に
円
滑

な
活
動
が
で
き
る
よ
う
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
合
同
訓
練

を
実
施
し
災
害
対
応
力
の
向

上
及
び
連
携
強
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

財
に
お
い
て
、
消
防
訓
練
及

び
特
別
査
察
を
実
施
し
ま
し

た
。文

化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭

神
戸
市
消
防
局
合
同
訓
練

宝塚市消防本部・

和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

に
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物

で
あ
る
法
隆
寺
で
火
災
が
発

生
し
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
地
域
の
自
主

防
災
会
の
方
々
と
合
同
で
消

防
訓
練
を
実
施
し
、
文
化
財

の
保
全
に
努
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
の
防

火
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別

査
察
に
よ
り
災
害
に
対
す
る

備
え
の
重
要
性
に
つ
い
て
説

明
し
、
建
物
、
消
防
用
設
備

等
の
維
持
管
理
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。

●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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第４回

阪神地区消防長会警防練成会

令和７年度

緊急消防援助隊中国・
四国ブロック合同訓練

撮影コーナーをスタンプ
ラリー形式で体験してい
ただき、小学生以下のお
子さんを中心とした来場
者の方々が、楽しみなが
ら色々な救急の知識を得
ることができました。

救
急フェ

開
放
Ｄ
Ａ
Ｙ

庁舎

■
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■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
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■
■

令
和
七
年
度

宝
塚
市
消
防
団

現
場
活
動
実
戦
訓
練

令
和
七
年
度

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練
及
び
特
別
査
察

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練
及
び
特
別
査
察

スタ

令
和
七
年
度

宝
塚
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
視
察
研
修


